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（
救
援
新
聞
神
奈
川
県
版
原
稿
）

　
　
　
福
島
大
学
「
松
川
資
料
研
究
基
金
」
へ
の
拠
金
を
訴
え
ま
す

　

１
９
４
９
年
８
月
17
日
午
前
２
時
９
分
、
福
島
県
松
川
町
地
内
の
東
北
本
線
で
起
こ
さ
れ
た
列
車

転
覆
事
件
。
こ
の
事
件
で
、
列
車
乗
務
員
３
人
が
殺
さ
れ
、
犯
人
は
共
産
党
に
指
導
さ
れ
た
国
鉄
と

東
芝
の
労
組
員
だ
と
い
う
大
デ
マ
宣
伝
が
流
布
さ
れ
る
中
で
、
10
万
人
国
鉄
労
働
者
ク
ビ
キ
リ
も
貫

徹
さ
れ
ま
し
た
。
逮
捕
起
訴
さ
れ
た
国
鉄
10
名
東
芝
10
名
計
20
名
の
労
働
者
に
対
し
て
、
死
刑
５
名

を
含
む
全
員
有
罪
の
判
決
を
下
し
た
仙
台
地
裁
判
決
（
１
９
５
０
年
12
月
）
に
始
ま
り
、
最
高
裁
上

告
審
全
員
無
罪
確
定
（
64
年
９
月
）
に
至
る
ま
で
５
回
の
裁
判
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
正
判
決
・
無

罪
判
決
を
要
求
す
る
国
民
的
運
動
を
含
め
て
戦
後
最
大
の
冤
罪
事
件
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
松
川
事
件
」「
松
川
裁
判
」「
松
川
運
動
」
関
連
の
資
料
を
収
集
整
理
し
て
、
研
究
教
育
に

資
す
る
の
み
で
な
く
、
住
民
・
国
民
に
情
報
発
信
す
る
機
関
と
し
て
、
福
島
大
学
が
「
松
川
資
料
室
」

を
創
設
し
た
の
は
、
１
９
８
８
年
10
月
で
し
た
。
大
学
の
社
会
貢
献
と
言
い
な
が
ら
、
実
は
会
社
や

行
政
へ
の
貢
献
が
優
先
さ
れ
る
趨
勢
の
中
で
、
極
め
て
貴
重
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、
行
政
整
理
的

な
国
立
大
学
法
人
化
が
行
わ
れ
、
大
学
予
算
の
窮
迫
と
、
文
部
官
僚
の
大
学
幹
部
職
員
教
員
へ
の
天
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下
り
増
大
に
現
れ
る
よ
う
な
国
家
支
配
の
強
化
の
も
と
で
、「
松
川
資
料
室
」
は
何
度
も
存
続
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
福
島
大
学
の
内
部
の
力

に
私
た
ち
も
出
来
る
だ
け
和
し
て
「
松
川
資
料
室
」
維
持
発
展
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。　

そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
福
島
大
学
が
地
域
連
携
課
を
事
務
局
と
し
て
行
っ
て
い
る
募
金
へ

の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
７
月
に
１
年
間
・
一
千
万
円
目
標
で
始
め
ら
れ
た
拠
金
で
す
。

そ
の
目
標
が
未
達
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
募
金
は
未
だ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
は
一
口

千
円
で
何
口
で
も
、
と
い
う
こ
と
で
私
は
三
口
応
じ
ま
し
た
。
国
民
救
援
会
神
奈
川
の
会
員
皆
様
が

倣
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

福
島
大
学
地
域
連
携
課
に
☎
（024-548-8012

）
を
し
て
拠
金
の
意
を
伝
え
る
と
、
書
類
一
式
を

送
っ
て
頂
け
ま
す
。
や
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
老
名
支
部　

下
山
房
雄　

２
０
１
２
年
４
月
12
日
）

　

貼
付
―
―
新
聞
切
り
抜
き
：
東
京
新
聞
夕
刊
２
０
１
０
年
８
月
16
日「
冤
罪
松
川
事
件
資
料
室
公
開
整
備
で
募
金
」、

赤
旗
２
０
１
０
年
10
月
13
日
「
朝
の
風　

貴
重
な
松
川
資
料
室
」、
赤
旗
２
０
１
２
年
３
月
16
日
投
書
欄
「
福
島
出

身
の
私　

松
川
事
件
学
ぶ
」、
赤
旗
２
０
１
２
年
２
月
25
日
「
松
川
事
件
元
被
告
ら　

福
島
大
学
学
長
と
懇
談
」
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２
０
０
９
年
10
月
松
川
事
件
60
周
年
記
念
集
会
参
加
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
２
年
４
月
25
日

　

意
義
深
く
ま
た
楽
し
か
っ
た
福
島
現
地
集
会
へ
の
バ
ス
ツ
ァ
ー
か
ら
、
早
く
も
２
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
折

に
見
学
し
た
福
島
大
学
「
松
川
資
料
室
」
が
存
続
可
否
で
揺
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
と
か
廃
止
で

は
な
く
て
維
持
発
展
の
方
向
に
向
か
わ
せ
た
く
「
松
川
資
料
研
究
基
金
」
に
皆
様
が
応
募
す
る
運
び
に
し
た
い
と
考

え
、
拠
金
書
類
一
式
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
同
封
し
た
書
類
を
通
覧
の
う
え
、
各
自
が
募
金
に
応
じ
て
下
さ
る
こ
と

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
救
援
会
神
奈
川
支
部
会
員
全
体
に
も
救
援
新
聞
神
奈
川
版
４
月
号
掲
載
の
下
山
会
員
ア
ピ
ー
ル
に
あ
る
形
で

募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
60
周
年
記
念
集
会
へ
の
神
奈
川
か
ら
参
加
の
皆
様
に
は
、
特
に
同
封
用
紙
を
使
っ

て
の
早
速
の
拠
金
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
国
民
救
援
会
神
奈
川
県
本
部
事
務
局
長
田
戸
）


